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とに酸素欠陥を生じる過程と, (2)その欠陥を気相中の酸素が透かに充足する過程とより成 り, (1)が律速段
階であると結論している｡ 活性化エネルギーは両反応ともにアナタス型はルチル型より約 10kcal/mole
大きく, この相違は, 両反応の機構が極めて類似しているため, むしろ結晶構造の相違に起因すると考え,
触媒の活性酸素原子の熱脱離の活性化エネルギーを測定した結果, アナタス型はルチル型より約 10kcal
/mole大となり, この考えの妥当であることを確めている｡
亜酸化窒素の分解速度は亜酸化窒素圧に比例し, 生成物 (N2,02) には無関係であること, また, 速度





論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
固体触媒において, 触媒活性は結晶構造と密接な関係があるものと考えられるが, 金属酸化物触媒につ
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以上述べたように申請者は主論文, 参考論文を通じ, 触媒化学の分野において寄与し, また, これらの
分野における豊富な知識と充分な研究能力をもつものと認められる｡
よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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